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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
文
人
画
家
を
代
表
す
る
池
大
雅
に
は
、
愛
石
（
生
没
年
不
評
）
と
い

う
弟
子
が
い
た
。
愛
石
は
か
な
り
研
究
し
に
く
い
画
家
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
愛

石
の
伝
記
と
画
業
に
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
愛
石
は
、
紀
州
の
人

で
池
大
雅
に
絵
画
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
愛
石
は
、
池
大
雅
の
斡
旋

で
黄
檗
宗
の
僧
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る①
。
従
っ
て
愛
石
は
、
僧
と
し
て
画
業
を

続
け
、
当
時
の
文
人
野
呂
介
石
・
長
町
竹
石
と
併
せ
て
三
石
と
称
さ
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
愛
石
は
、
大
塩
平
八
郎
と
交
遊
し
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
乱
に
連
座
し

て
捕
わ
れ
、
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
つ
い
に
病
死
し
た
と
い
う
説
が
あ
る②
。

な
お
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
愛
石
の
略
伝
し
か
載
せ
て
い
な
い
文
献
が
多
く
、

作
品
の
様
式
に
か
か
わ
る
解
説
は
極
め
て
少
な
い
。
大
坂
画
壇
の
図
録
に
愛
石
の
名

前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
作
風
や
制
作
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
研
究
の

余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

愛
石
の
《
清
江
釣
船
図
》
を
め
ぐ
っ
て

　

さ
て
、
関
西
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
《
清
江
釣
船
図
》【
図
1
】
は
、「
言

い
え
て
妙
」
と
で
も
形
容
で
き
る
愛
石
筆
の
山
水
図
で
あ
る
。
本
図
の
材
質
寸
法
は
、

絹
本
墨
画
淡
彩
で
、
縦
一
〇
七
・
六
×
横
三
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
【
図
2
】。

ま
ず
前
景
に
お
い
て
は
、
左
側
か
ら
突
き
出
る
岩
石
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
頂
上
に
は

伸
び
広
が
る
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
残
り
の
画
面
は
余
白
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
河
の
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
景
に
広
が
る
水
面
の
中
央
に
は
、
釣
船

が
静
か
に
浮
び
、
船
の
中
に
は
帽
子
を
被
っ
た
漁
夫
の
姿
が
見
ら
れ
る
【
図
3
】。
さ

ら
に
、
中
景
に
は
山
並
み
が
広
が
っ
て
、
樹
木
の
間
に
素
朴
な
山
小
屋
が
並
ん
で
い

る
。
加
え
て
、
前
景
の
水
面
は
中
景
に
続
き
、
特
に
大
き
な
川
の
流
れ
は
遠
景
に
後

退
し
て
い
く
。
彼
方
の
遠
景
に
は
淡
い
筆
致
で
描
か
れ
た
平
板
な
山
が
か
す
か
に
見

え
る
【
図
4
】。
そ
の
近
く
に
は
河
川
が
広
が
り
、
水
面
に
は
小
形
の
釣
舟
が
浮
か
ん

で
い
る
。
そ
し
て
、
画
面
左
上
に
「
清
江
釣
船
図　

愛
石
」【
図
5
】
の
墨
書
が
加
え

ら
れ
て
「
愛
石
」（
朱
文
方
印
）【
図
6
】
と
「
画
禅
」（
白
文
方
印
）【
図
7
】
が
捺

さ
れ
て
い
る
。
制
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
後
期
に
入
る
頃
の
作
品
で
あ
る
。

　

さ
て
、
画
面
の
構
図
は
、
描
き
込
ん
だ
岩
石
の
形
態
と
、
余
白
に
さ
れ
た
水
の
表

面
を
示
す
部
分
が
対
照
的
あ
る
い
は
律
動
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
空
白
部
分
と
密
度
の
あ
る
岸
の
情
景
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
え
ら
れ
て
い
る
。

特
に
全
景
全
体
を
眺
め
る
と
、
画
面
左
側
に
斜
め
に
配
置
さ
れ
て
表
わ
さ
れ
た
岩
石
、

中
景
に
見
ら
れ
る
川
の
流
れ
、
そ
れ
ら
を
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
輪

郭
が
、
画
面
に
印
象
深
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
愛
石
は
、
斬

新
で
生
き
生
き
し
た
構
図
に
よ
っ
て
遠
近
の
表
現
を
実
現
し
て
い
る
。
加
え
て
、
岩

石
の
配
置
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
岳
が
視
点
を
変
更
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
描
か

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
景
の
山
は
側
面
図
、 

遠
景
の
山
は
正
面
図
で
示
さ
れ
て
お

り
、
中
景
の
岩
石
は
下
が
っ
た
視
点
か
ら
見
ら
れ
る
形
で
現
れ
て
い
る
。
従
っ
て
鑑

賞
者
は
、
自
ら
釣
舟
の
中
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
《
清
江
釣
船
図
》
の
景
色
を
眺
め
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て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

続
い
て
愛
石
は
、
筆
遣
い
に
お
い
て
、
ジ
グ
ザ
グ
に
折
れ
曲
が
っ
た
線
描
と
、
あ

ち
こ
ち
に
散
ら
さ
れ
た
点
描
を
総
合
し
、
立
体
感
の
あ
る
岩
石
を
形
象
化
し
て
い
る

【
図
8
】。
ま
た
、
素
早
く
施
さ
れ
た
か
に
見
え
る
小
さ
な
筆
致
に
よ
っ
て
、
肌
理
の

粗
い
表
面
と
い
う
感
覚
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
代
わ
り
に
、
樹
木
の
葉
は
、
丸
い

形
態
と
、
長
く
引
か
れ
た
濃
い
筆
致
【
図
9
】
で
表
現
さ
れ
、
愛
石
の
師
で
あ
る
池

大
雅
の
作
品
と
同
様
の
描
き
方
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
簡
略
に
描
か

れ
た
釣
船
は
、
穏
や
か
で
河
を
滑
る
よ
う
に
進
ん
で
い
る
。
船
の
中
に
座
っ
て
い
る

人
物
の
形
態
も
非
常
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
愛
石
は
、『
八
種
画
譜
』
の
よ
う
な
中

国
絵
画
の
版
本
で
紹
介
さ
れ
た
作
風
に
倣
っ
て
《
清
江
釣
船
図
》
を
描
い
て
い
る
が
、

技
術
的
に
は
か
な
り
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
特
に
墨
の
濃
淡
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
調
整
が
う
ま
く
、
さ
ら
に
優
れ
た
色
彩
感
覚
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

画
面
全
体
は
暖
色
で
調
子
が
守
ら
れ
て
お
り
、
朱
、
藍
と
黄
色
な
ど
が
淡
く
施
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
穏
や
か
で
お
落
ち
着
い
た
色
彩
か
ら
精
緻
な
印
象
も
与
え
ら
れ
て

い
る
。
他
方
、
強
調
さ
れ
た
岩
石
の
肌
理
、
そ
し
て
そ
の
配
置
に
よ
っ
て
、
多
少
と

も
堂
々
と
し
た
表
現
が
感
じ
ら
れ
る
。
加
え
て
筆
致
は
、
遊
び
心
の
あ
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
随
所
に
荒
っ
ぽ
く
見
え
る
部
分
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
た
め
《
清
江
釣

船
図
》
に
お
い
て
愛
石
は
、
一
瞥
で
正
反
対
と
見
ら
れ
る
側
面
、
特
に
親
し
み
と
偉

大
さ
を
組
み
合
わ
せ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
う
し
た
表
現
は
、
池
大
雅
の
制
作
に
お

け
る
特
殊
な
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
を
愛
石
も
師
か
ら
受
け
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
愛
石
に
よ
る
《
春
秋
山
水
図
双
幅
》
の
よ
う
な
山
水
図
を
検
討
す
れ
ば
、

そ
こ
で
は
《
清
江
釣
船
図
》
に
お
け
る
岩
石
の
描
写
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

《
清
江
釣
船
図
》
に
は
中
国
画
譜
に
倣
っ
た
形
象
化
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
池
大
雅
の
作

風
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
図
の
制
作
年
を
、
大
雅
を
学
習
し
た
時
期
に
位

置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
愛
石
の
初
期
の
作
品
だ
と
い
う
可
能
性

を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
本
図
に
描
か
れ
た
清
江
の
風
景
は
、
湖
北
省
の
名
所
と
関
連
し
、
中
国

文
人
画
に
よ
く
登
場
す
る
画
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
台
北
故
宮
博
物
院
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
呉
鎮
筆
《
清
江
春
暁
》
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
愛
石
は
、
中
国
の
清

江
の
実
景
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
何
ら
か
の
中
国

絵
画
の
手
本
、
ま
た
は
画
譜
か
ら
そ
の
画
題
を
受
け
と
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、

愛
石
と
池
大
雅
、
木
村
蒹
葭
堂
と
の
友
情
お
よ
び
私
淑
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め③
、

愛
石
は
、
大
雅
あ
る
い
は
蒹
葭
堂
の
お
か
げ
で
清
江
を
表
す
手
本
に
出
合
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
し
か
し
、
愛
石
の
清
江
図
は
、
想
像
的
な
山
水
の
例
で
あ
り
、
そ
の
風

景
は
個
人
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
本
図
の
原
本
を
探
し
て
指
摘
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
技
法
に
お
い
て
大
雅
風
と
中
国
画
風
の
両
方
が
見

ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
画
面
の
構
図
は
斬
新
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
愛
石
は
、

釣
の
主
題
を
扱
い
な
が
ら
瞑
想
的
な
雰
囲
気
を
も
表
現
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
釣
を

行
っ
て
い
る
時
間
と
い
う
も
の
は
、
自
然
と
の
一
体
化
の
契
機
に
な
り
、
心
が
落
ち

着
く
時
間
で
も
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
は
僧
の
愛
石
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
言
い
換
え
れ
ば
《
清
江
釣
船
図
》
に
よ
っ
て
愛
石
は
、
居

心
地
の
よ
い
風
景
を
描
き
、
釣
に
お
け
る
自
然
と
の
一
体
感
と
宗
教
的
瞑
想
の
間
に

共
通
点
を
模
索
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

要
す
る
に
《
清
江
釣
船
図
》
は
、
さ
さ
や
か
な
小
品
で
は
あ
る
が
、
愛
石
の
遺
品

と
し
て
重
要
な
研
究
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
図
の
技
法
に
は
、
中
国
絵

画
に
倣
っ
た
手
法
が
示
さ
れ
、
よ
く
整
え
ら
れ
た
穏
や
か
な
色
調
に
、
愛
石
の
魅
力

的
な
色
感
覚
が
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
形
の
造
形
に
お
け
る
墨
の
使
用
も
見
事
で
あ

る
。
そ
し
て
、
巧
み
に
造
形
さ
れ
た
構
成
に
は
、
生
き
生
き
し
た
律
動
が
感
じ
ら
れ
、

画
面
に
は
、
親
し
み
と
偉
大
さ
が
総
合
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
愛
石
が
描
い
た
《
清

江
釣
船
図
》
は
、
瞑
想
的
な
雰
囲
気
に
溢
れ
た
作
品
で
あ
り
、
個
人
化
さ
れ
た
想
像

的
山
水
と
し
て
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

注①　

村
上
泰
昭
「
黄
檗
僧
愛
石
の
書
画
資
料
」、『
史
迹
と
美
術
』
弟
七
三
〇
号
、
史
迹
美

術
同
攷
会
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
、
四
〇
六
頁
。

②　

同
書
、
四
〇
四
頁
。

③　

中
谷
伸
生
著
『
大
阪
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
。
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美

術
史
の
構
想
へ
』、
京
都
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
五
九
六
頁
。

【
主
要
参
考
文
献
】

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
の
大
坂
画
壇
』、
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
八
一
年
。

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
阪
画
壇
』、
同
朋
舎
、
一
九
八
三
年
。

関
西
大
学
図
書
館
編
『
関
西
大
学
図
書
館
蔵
大
坂
画
壇
目
録
』、
一
九
九
七
年
三
月
。

村
上
泰
昭
「
黄
檗
僧
愛
石
の
書
画
資
料
」、『
史
迹
と
美
術
』
第
七
三
〇
号
、
史
迹
美
術
同

攷
会
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
。

中
谷
伸
生
『
大
阪
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
。
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の

構
想
へ
』、
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

〈
図
版
出
典
〉

【
図
1
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）、
関
西
大
学
図
書
館
蔵

　
　
　
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
2
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）、
関
西
大
学
図
書
館
蔵

　
　
　
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
3
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
部
分
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
4
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
部
分
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
5
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
墨
書
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
6
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
印
章
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
7
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
印
章
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
8
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
部
分
（
筆
者
撮
影
）。

【
図
9
】
愛
石
筆
《
清
江
釣
船
図
》、
部
分
（
筆
者
撮
影
）。
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【図 ３ 】愛石筆《清江釣船図》、部分【図 ４ 】愛石筆《清江釣船図》、部分

【図 １ 】愛石筆《清江釣船図》、絹本淡彩、
107.6×31.5cm、江戸時代（19世紀）、関西
大学図書館蔵。

【図 ２ 】愛石筆《清江釣船図》、絹本淡彩、
107.6×31.5cm、江戸時代（19世紀）、関西
大学図書館蔵。
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【図 ７ 】愛石筆《清江釣船図》、印章

【図 ８ 】愛石筆《清江釣船図》、部分

【図 ５ 】愛石筆《清江釣船図》、墨書

【図 ９ 】愛石筆《清江釣船図》、部分

【図 ６ 】愛石筆《清江釣船図》、印章


